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は 

じ 

め 

に

　

中
国
の
村
で
は
、
葬
式
は
宗
教
者
の
主
宰
で
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
宗
教
者
が
あ
の
世
に
関
し
て
抱
い
て
い
る
信
念
や
知
識
に
基

づ
い
て
、
葬
式
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
一
方
で
村
人
も
ま
た
、
死
者
に
施
す
様
々
な
民
俗
儀
礼
を
持
っ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
村
人
も
ま
た
あ
の
世
に
対
し
て
、
彼
ら
独
自
の
知
識
と
信
念
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
本
稿

で
は
、
宗
教
者
と
村
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
の
世
に
関
し
て
持
っ
て
い
る
知
識
と
信
念
の
相
似
点
お
よ
び
相
違
点
を
検
討
す
る
こ
と

通
し
て
、
当
該
地
に
お
い
て
死
者
が
如
何
な
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
か
を
考
え
る
。

死
者
と
は
何
か

―
―
 

宗
教
者
と
村
人
の
知
識
と
信
念
、
中
華
人
民
共
和
国
壮
族
の
事
例
か
ら ―

―
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宗 

教 

者

　

広
西
壮
族
自
治
区  

（
1
）で

は
、
あ
の
世
に
関
す
る
知
識
は
、
仏
教
者
、
道
教
者
、
民
間
宗
教
者
の
間
で
、
そ
う
大
き
な
違
い
は
な
い
。

武
鳴
県
東
部  
（
2
）に

は
、
二
種
類
の
宗
教
者
、
す
な
わ
ち
仏
教
者
で
あ
る
僧
と
道
教
者
で
あ
る
道
公
が
活
動
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
に

は
、
仏
教
寺
院
も
道
観
も
な
い
。
又
こ
れ
ら
の
宗
教
者
は
、
特
定
の
宗
派
に
、
特
別
の
関
係
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
僧

や
道
公
の
宗
教
的
な
知
識
や
信
念
は
、
師
匠
か
ら
弟
子
へ
と
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
み
継
承
さ
れ
る
。
僧
も
道
公
も
、
普
段
は
農
民

と
し
て
、
家
族
と
共
に
暮
ら
し
て
い
る
が
、
村
人
か
ら
は
聖
な
る
人
々
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
村
人
は
、
彼
ら
が
神
に
よ
っ

て
召
命
さ
れ
、
師
匠
の
も
と
で
宗
教
的
慣
習
に
従
い
、
修
練
を
積
ん
だ
ゆ
え
に
、
神
仏
か
ら
葬
式
を
司
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
る

の
だ
と
信
じ
て
い
る
。

死
者
に
対
す
る
宗
教
者
の
儀
礼

　

武
鳴
県
東
部
で
は
、
人
が
亡
く
な
る
と
、
僧
も
し
く
は
道
公
に
依
頼
し
て
、
葬
式
を
行
い
、
墓
地
に
埋
葬
す
る
。
両
者
は
連
続

し
て
行
う
の
が
標
準
的
だ
が
、
経
済
的
そ
の
他
の
理
由
で
、
埋
葬
だ
け
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
埋
葬
さ
れ
た
だ
け
の
死
者
は

父
系
出
自
集
団
の
祖
先
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
事
情
が
許
せ
ば
、
葬
式
を
後
日（
何
十
年
後
の
場
合
も
あ
る
）行
う
。

　

葬
式
は
普
通
、
二
夜
三
日
続
く
。
こ
の
間
に
、
僧
は
十
八
科
目（
発
奏
科
、
開
放
科
、
召
亡
科
、
落
気
科
、
破
獄
科
、
沐
浴
科
、
架
橋
科
、
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開
燈
科
、
金
剛
経
、
三
献
科
、
小
享
科
、
笠
樹
科
、
荐
十
王
科
、
礼
堂
科
、
給
牒
科
、
奠
別
科
、
往
生
箋
科
、
送
師
科
）の
宗
教
的
儀
礼
を
行

う（
手
塚　

一
九
九
七
）。

　

こ
の
十
八
科
目
は
、（
一
） 

神
仏
や
歴
代
の
僧
の
師
匠
を
招
い
て
供
物
を
献
げ
、
送
り
出
す
も
の（
発
奏
科
、
開
放
科
、
三
献
科
、

送
師
科
）、（
二
） 

死
者
に
死
ん
だ
こ
と
を
悟
ら
せ
、
沐
浴
さ
せ
、
家
に
連
れ
て
帰
り
、
供
物
を
与
え
て
、
地
獄
に
堕
ち
な
い
よ
う

に
口
添
え
し
、
こ
の
世
と
あ
の
世
と
行
き
来
す
る
通
行
手
形
を
与
え
、
あ
の
世
へ
送
り
出
す
も
の（
落
気
科
、
沐
浴
科
、
架
橋
科
、
開

燈
科
、
小
享
科
、
荐
十
王
科
、
給
牒
科
、
笠
樹
科
、
往
生
箋
科
）、（
三
） 

遺
族
が
死
者
と
別
れ
を
す
る
も
の（
礼
堂
科
、
奠
別
科
）、（
四
） 

経

を
あ
げ
る
も
の（
金
剛
経
）、（
五
） 

埋
葬
だ
け
済
ま
せ
た
者
や
異
常
死
の
死
者
の
た
め
の
オ
プ
シ
ョ
ン
で
、
死
者
の
霊
魂
を
探
し
、

地
獄
か
ら
救
う
も
の（
召
亡
科
、
破
獄
科
）か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

僧
や
道
公
が
儀
礼
で
用
い
る
経
文
や
儀
礼
文
書
は
、
全
て
漢
語（
中
国
語
）で
書
か
れ
て
い
る
。
儀
礼
言
語
は
漢
語
で
あ
る
。

死
者
に
対
す
る
村
人
た
ち
の
民
俗
儀
礼

　

村
人
は
宗
教
者
に
葬
式
を
依
頼
す
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
民
俗
的
儀
礼
を
行
う
。
武
鳴
県
で
は
、
そ
れ
は
挽
歌
を
う
た
う
こ
と

で
あ
る
。
挽
歌
は
、
死
者
の
年
齢
が
六
〇
歳
以
上
で
、
そ
の
死
因
が
自
然
死
で
あ
り
、
死
者
の
息
子
と
男
子
の
孫
が
生
存
し
て
い

る
場
合
に
の
み
、
う
た
わ
れ
る
。
死
者
の
息
子
は
、
彼
の
父
も
し
く
母
が
上
記
の
条
件
を
満
た
し
、
さ
ら
に
彼
が
そ
の
儀
礼
の
費

用
を
負
担
で
き
る
場
合
に
の
み
、「
息
子
」
と
呼
ば
れ
る
歌
い
手
を
葬
式
に
招
く
。
も
し
死
者
の
息
子
が
「
息
子
」
の
歌
い
手
を

招
い
た
な
ら
ば
、
彼
の
母
方
の
オ
ジ
は
「
オ
ジ
」
と
い
う
名
を
持
つ
歌
い
手
を
招
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
招
か
れ
る
歌
い
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手
は
専
業
の
歌
手
で
は
な
く
、
他
村
の
農
民
で
あ
る
。
挽
歌
は
彼
ら
の
母
語
で
あ
る
壮
語
で
う
た
わ
れ
る
。
遺
族
は
こ
の
儀
礼
を

持
つ
こ
と
を
非
常
に
誇
り
に
思
い
、
で
き
る
か
ぎ
り
、
こ
れ
を
行
お
う
と
す
る
。

　

挽
歌
は
、
葬
式
の
第
二
夜
に
、
僧
達
が
儀
礼
を
続
け
る
傍
ら
で
、
オ
イ
と
オ
ジ
が
問
答
す
る
形
式
で
う
た
わ
れ
る
。
歌
い
手
は

定
め
ら
れ
た
旋
律
に
、
即
興
で
作
っ
た
歌
詞
を
載
せ
て
う
た
う
。
詞
の
表
現
は
歌
い
手
達
の
自
由
に
任
せ
ら
れ
る
が
、
挽
歌
は
必

ず
四
種
類
の
部
分
か
ら
成
り
立
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
部
で
は
、
死
者
の
息
子
と
彼
の
オ
ジ
が
揃
っ
て
死
者
を
悼
む
。

第
二
部
で
は
、
死
者
の
息
子
と
オ
ジ
が
、
二
人
が
真
の
オ
ジ―

オ
イ
関
係
に
あ
る
の
か
を
争
い
、
最
後
に
オ
ジ
が
、
死
者
の
息
子

が
彼
の
本
当
の
オ
イ
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。
第
三
部
で
は
、
オ
ジ
が
オ
イ
に
、
死
者
を
あ
の
世
へ
旅
立
た
せ
る
た
め
に
、
遺
族

が
為
す
べ
き
こ
と
を
教
え
る
。
第
四
部
で
は
、
伝
統
的
な
知
識
が
オ
ジ
か
ら
オ
イ
に
渡
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

相 

似 

点

　

葬
式
の
場
で
う
た
わ
れ
た
挽
歌
を
テ
キ
ス
ト
化
し
た
「
壮
族
の
哀
悼
歌
Ⅰ
Ⅱ
」（
手
塚
二
〇
〇
六
、
二
〇
〇
七
）は
、
第
一
部
十
二
首
、

第
二
部
五
十
三
首
、
第
三
部
八
十
四
首
、
第
四
部
三
首
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
分
量
の
比
率
か
ら
考
え
て
も  

（
3
）、

挽
歌
の
中
心
的

な
部
分
は
、
死
者
を
あ
の
世
へ
旅
立
た
せ
る
た
め
に
遺
族
が
為
す
べ
き
こ
と
を
、
オ
ジ
が
オ
イ
に
教
え
る
第
三
部
で
あ
る
。

　

一
方
、
宗
教
者
の
司
る
葬
式
は
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
五
部
構
成
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
中
心
的
な
部
分
は
、
死
者
に
死

ん
だ
こ
と
を
悟
ら
せ
、
沐
浴
さ
せ
、
家
に
連
れ
て
帰
り
、
供
物
を
与
え
て
、
地
獄
に
堕
ち
な
い
よ
う
に
口
添
え
し
、
こ
の
世
と
あ

の
世
と
行
き
来
す
る
通
行
手
形
を
与
え
、
あ
の
世
へ
送
り
出
す（
二
）（
落
気
科
、
沐
浴
科
、
架
橋
科
、
開
燈
科
、
小
享
科
、
荐
十
王
科
、
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給
牒
科
、
笠
樹
科
、
往
生
箋
科
）で
あ
ろ
う
。

　

宗
教
的
儀
礼
と
民
俗
的
儀
礼
の
両
者
の
中
心
的
な
部
分
に
お
い
て
、
類
似
点
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
壮
族
の
哀
悼
歌
Ⅱ
」（
手
塚　

二
〇
〇
七
）の
第
三
部
で
は
、オ
ジ
が
次
の
よ
う
な
、為
す
べ
き
二
〇
の
事
柄
を
教
え
る
。（
一
） 

特

定
の
人
物
に
整
髪
し
て
も
ら
う
。（
二
） 

死
者
に
持
た
せ
る
特
別
な
握
り
飯
を
作
る
。（
三
） 

死
者
に
持
た
せ
る
特
別
な
人
形
を
作

る
。（
四
） 

遺
体
を
包
む
た
め
の
特
別
な
布
を
用
意
す
る
。（
五
） 

特
定
の
人
物
に
洗
髪
し
て
も
ら
う
。（
六
） 

沐
浴
に
用
い
る
特

別
な
水
を
用
意
す
る
。（
七
） 

特
定
の
人
物
に
入
浴
さ
せ
て
も
ら
う
。（
八
） 

特
定
の
人
物
に
着
替
え
さ
せ
て
も
ら
う
。（
九
） 

包

む
た
め
の
特
別
な
白
い
布
を
用
意
す
る
。（
一〇） 

特
別
な
鶏
を
供
え
る
。（
一一） 

特
別
な
ご
飯
を
供
え
る
。（
一二） 

特
別
の
酒
を
供

え
る
。（
一三） 

特
別
な
線
香
を
焚
く
。（
一四） 

好
ま
れ
る
燭
台
を
供
え
る
。（
一五） 

松
も
し
く
は
梅
の
木
で
棺
を
作
る
。（
一六） 

特
定

の
人
物
に
納
棺
し
て
も
ら
う
。（
一七） 
撒
く
た
め
の
特
別
な
米
を
用
意
す
る
。（
一八） 

寝
心
地
の
よ
い
枕
を
用
意
す
る
。（
一九） 

特

別
な
蝋
燭
を
供
え
る
。（
二〇） 

最
適
な
埋
葬
地
を
選
定
す
る
。

　

一
、
四
、
五
、
六
、
七
、
八
、
九
は
、
遺
体
を
沐
浴
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
一
〇
、
一
一
、
一
二
は
、
死
者
に
供
え
る
食
事

に
つ
い
て
、
一
四
、
一
九
は
、
死
者
の
足
下
を
照
ら
す
灯
り
に
つ
い
て
う
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
挽
歌
が
う
た
わ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
死
者
は
お
腹
を
満
た
し
た
、
こ
ざ
っ
ぱ
り
と
し
た
姿
で
、
足
下
を
照
ら
さ
れ
て
、
あ
の
世
に
送
り
出
さ
れ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
宗
教
的
儀
礼
の
中
心
的
な
部
分
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
民
俗
的
儀
礼
と
の
比
較
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
第
三

部
の
諸
儀
礼
の
な
か
で
も
、
沐
浴
科
、
開
燈
科
、
小
享
科
の
儀
礼
が
注
目
に
値
す
る
。
以
下
は
そ
の
詳
細
で
あ
る
。
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沐
浴
科　
広
場
に
置
か
れ
た
仮
位
牌
、
供
物
、
儀
礼
用
品
を
並
べ
、
臨
時
の
祭
壇
と

す
る
。
六
人
の
僧
が
祭
壇
を
囲
み
「
沐
浴
科
」
の
経
文
を
よ
む
。
僧
の
ひ
と
り（
唐
僧
）

が
椅
子
の
上
に
、
仮
位
牌
、
櫛
、
は
さ
み
、
安
全
カ
ミ
ソ
リ
、
石
鹸
、
鏡
を
置
く
。

椅
子
の
下
に
金
た
ら
い（
水
は
入
っ
て
い
な
い
）を
置
く
。
唐
僧
は
水
を
仮
位
牌
に
振
り

か
け
、
白
い
紙（
手
ぬ
ぐ
い
の
代
わ
り
）を
金
た
ら
い
に
つ
け
、
位
牌
を
洗
う
作
業
を
す

る
。
つ
い
で
右
手
で
天
地
を
指
し
示
し
、「
罪
×
子
消
散（
×
は
死
者
の
姓
）」
と
空
中

に
文
字
を
書
く
。
再
び
水
を
仮
位
牌
に
振
り
か
け
、
白
紙
を
地
面
に
置
く
。
手
伝
い

が
地
面
の
白
紙
と
他
の
紙
を
焼
く
。
唐
僧
は
印
を
結
ぶ
と
、
手
に
安
全
か
み
そ
り
を

持
ち
、
位
牌
に
鏡
を
見
せ
る
仕
草
を
す
る
。
再
び
唐
僧
が
印
を
結
び
、
つ
い
で
櫛
と

は
さ
み
を
持
っ
て
位
牌
の
髪
を
整
え
る
仕
草
、
鏡
を
持
っ
て
姿
を
確
認
す
る
仕
草
を

す
る
。
唐
僧
を
含
め
た
僧
全
員
で
祭
壇
を
囲
み
、
経
文
を
唱
和
す
る
。
唐
僧
が
仮
位

牌
を
祭
壇
に
戻
す
と
、
僧
全
員
で
椅
子
の
周
囲
を
左
回
り
に
廻
る
。
つ
い
で
椅
子
と
机
で
つ
く
っ
た
橋
の
下
を
く
ぐ
り
、
祭
壇
の

左
で
八
の
字
歩
行
、
祭
壇
の
前
後
で
追
い
抜
き
歩
行
を
行
う
。

開
燈
科　
儀
礼
を
始
め
る
前
に
僧
の
一
人
が
、色
紙
で
作
っ
た
花
び
ら
を
六
枚
並
べ
た
、水
の
入
っ
た
椀
を
三
椀
用
意
す
る
。テ
ー

ブ
ル
を
用
意
し
、
そ
の
椀
を
置
く
。
僧
全
員
で
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
「
開
燈
科
」
の
経
文
を
よ
む
。
唐
僧
が
細
い
棒
で
水
を
空
中
に

撒
く
。
手
伝
い
が
線
香
を
立
て
る
。
唐
僧
が
紙
製
の
儀
礼
用
品
を
押
し
頂
い
て
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置
く
。
再
び
僧
が
経
文
を
唱

和
す
る
。
手
伝
い
に
そ
の
紙
製
品
を
燃
や
さ
せ
る
。
唐
僧
は
細
い
棒
に
火
を
付
け
、
水
の
中
の
灯
り
を
と
も
す
。
唐
僧
は
椀
ひ
と

開燈科
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つ
を
捧
げ
持
ち
、
僧
の
ひ
と
り
に
手
渡
す
。
そ
の
僧
は
棺
の
上
に
そ
れ
を
置
く
。
唐
僧
は
同
じ
行
為
を
二
度
繰
り
返
し
、
三
椀
と

も
棺
の
上
に
置
か
せ
る
。

小
享
科　
棺
の
側
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
方
に
は
御
幣
が
つ
り
下
げ
ら
れ
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
仮
位
牌
の
他
に
、
線
香
や
椀
に
盛
り

つ
け
ら
れ
た
ア
ヒ
ル
や
鶏
な
ど
の
食
べ
物
が
供
え
ら
れ
て
い
る
。
神
仏
に
は
肉
塊
で
供
え
る
の
に
対
し
、
死
者
に
は
、
食
べ
や
す

い
よ
う
に
、
肉
が
細
か
く
切
り
分
け
ら
れ
て
い
る
も
の
を
供
え
る
。
僧
全
員
で
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
「
小
享
科
」
の
経
文
を
昭
和

す
る
。
唐
僧
と
僧
一
人
が
椅
子
に
座
り
経
文
を
よ
む
。
手
伝
い
が
線
香
を
テ
ー
ブ
ル
の
両
端
に
供
え
る
。
唐
僧
が
経
を
よ
み
終
え

る
と
、
僧
の
一
人
が
テ
ー
ブ
ル
の
上
の
紙
類
を
一
枚
と
っ
て
、
そ
の
足
下
で
燃
や
す

（
手
塚　

一
九
九
七
年
）。

　

こ
の
よ
う
に
僧
は
沐
浴
科
で
は
、
死
者
の
象
徴
で
あ
る
仮
位
牌
に
対
し
て
、
沐
浴

や
整
髪
を
し
て
や
り
、
開
燈
科
で
は
、
棺
の
上
に
特
別
な
灯
明
を
供
え
、
小
享
科
で

は
、
死
者
に
調
理
さ
れ
た
食
物
を
供
え
る
。 

こ
の
よ
う
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス（
行
為
）

に
よ
っ
て
、
僧
は
死
者
を
清
潔
に
し
、
食
事
を
与
え
、
そ
の
往
く
道
を
照
ら
し
て
や

る
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
宗
教
的
儀
礼
と
挽
歌
を
並
べ
て
み
る
と
、
沐
浴
さ
せ
る
こ
と
、
食
事

を
供
す
る
こ
と
、
道
中
を
灯
り
で
照
ら
す
こ
と
が
、
両
者
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
れ
は
僧
と
村
人
が
共
に
、
生
者
に
は
あ
の
世
に
旅
す
る
死
者
の
た
め
に
、

し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
連
の
務
め
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

小享科
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い
る
。

共
通
す
る
由
縁

　

ワ
ト
ソ
ン
は
、
中
国
の
死
者
儀
礼
を
「
葬
式
」
と
「
死
体
処
理
の
儀
式
」
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。「
死
体

処
理
の
儀
式
」
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
、
そ
こ
に
は
普
遍
的
な
基
準
は
見
ら
れ
な
い
が
、「
葬
式
」
に
は
少
な
く
と
も
明
清
時

代
ま
で
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
定
の
構
造
が
現
れ
た
と
い
う
。

① 

哭
や
他
の
嘆
き
の
表
現
に
よ
っ
て
、
死
を
公
告
す
る
。

② 

服
喪
者
が
、
白
衣
、
白
靴
、
白
頭
巾
を
着
け
る
こ
と
。

③ 

遺
体
の
儀
礼
的
な
沐
浴
。

④ 

生
者
か
ら
故
人
へ
の
食
物
、
金
、
あ
る
い
は
物
品
を
贈
る
こ
と
。

⑤ 

死
者
の
位
牌
の
準
備
と
設
置
。

⑥ 

儀
礼
化
さ
れ
た
金
銭
の
用
い
方
と
、
儀
礼
専
門
職
へ
の
支
払
い
。

⑦ 

遺
体
に
伴
い
魂
を
鎮
め
る
音
楽
。

⑧ 

遺
骸
の
密
閉
納
棺
。

⑨ 

共
同
体
か
ら
の
棺
の
排
除
。 

（
ワ
ト
ソ
ン
一
九
九
四
）　

　

こ
れ
ら
の
儀
礼
の
始
ま
り
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、儒
教
の
古
典
の
な
か
に
、類
似
す
る
記
述
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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君
主
が
亡
く
な
る
と
、
ま
ず
喪
主
と
な
る
者
が
涕
泣
し
、
兄
弟
が
哭
泣
し
、
婦
人
は
哭
踊
す
る（『
礼
記
』
喪
大
紀
第
二
十
二
、
竹
内
、

一
九
七
一
年
、
六
六
二
頁
）。

　
（
死
者
に
沐
浴
を
加
え
る
に
は
）ま
ず
管
人（
家
屋
管
理
の
者
）が
井
か
ら
水
を
汲
ん
だ
釣
瓶
を
、
綱
を
付
け
た
ま
ま
、
そ
れ
を
屈
め
て

持
ち
、
堂
の
西
階
を
登
り
、
登
り
き
っ
た
所
で
水
を
近
侍
の
者
に
渡
す
。
近
侍
は
水
を
持
っ
て
入
り
、
水
浴
を
行
う
。（
そ
の
作
法

は
）小
臣
が
四
人
で
掛
け
ふ
と
ん
を
挙
げ
、
近
侍
が
二
人
で
湯
を
つ
か
わ
せ
る
。
浴
水
は
水
盤
に
入
れ
、
汲
む
に
は
（
と
い
う
ひ

し
ゃ
く
）を
用
い
、
洗
う
に
は
薄
い
布
巾
を
用
い
、
拭
い
乾
か
す
に
は
浴
衣
を
用
い
る
が
、
こ
れ
は
生
前
に
同
様
で
あ
る（『
礼
記
』

喪
大
紀
第
二
十
二
、
竹
内
、
一
九
七
一
年
、
六
七
〇
頁
）。

　

献
げ
る
品
々
は
遺
骸
の
東
に
置
か
れ
る
。
醴
酒
と
酒
と
を
持
つ
者
は
北
面
し
て
、
西
を
上
に
し
て
お
く
。
次
に
豆
を
お
き
、
俎

（
塩
漬
け
肉
を
載
せ
た
も
の
）は
豆
の
東
に
置
く（『
儀
礼
』、
池
田
、
一
九
八
五
年
、
一
四
〇
頁
）。

　

楽
師
は
葬
儀
に
お
い
て
楽
器
を
並
べ
、
演
奏
す
る
。
死
者
の
た
め
に
哭
す
時
に
も
同
様
に
す
る（『
周
礼
注
疏
』
巻
二
二
）。

　

主
人（
を
始
め
、
男
女
皆
）が
遺
体
を
奉
じ
て
、
棺
の
中
に
納
め
る
。
…
…
そ
れ
か
ら
棺
の
蓋
を
す
る
。
…
…
そ
れ
か
ら（
棺
を
泥
で
）

塗
る（『
儀
礼
』、
池
田
、
一
九
八
五
年
、
一
六
五
頁
）。

　

こ
こ
で
あ
げ
た
「
儀
礼
」「
周
礼
」「
礼
記
」
と
い
う
書
物
の
成
立
は
、
紀
元
前
後
に
遡
る
。
し
か
し
ワ
ト
ソ
ン
の
い
う
一
定
の

構
造
を
持
っ
た
葬
式
が
中
国
の
一
般
大
衆
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
の
は
、
宋
代
か
ら
明
末
清
初
で
あ
る
。
ロ
ウ
ス
キ
に
よ
れ
ば
、
宋

代
ま
で
は
葬
礼
や
祖
先
祭
祀
は
支
配
者
と
士
大
夫
階
層
に
の
み
に
許
さ
れ
、
庶
民
に
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
庶
民
階
層

に
仏
式
、
道
教
式
の
民
間
儀
礼
が
普
及
し
て
い
く
。
こ
れ
を
憂
い
た
朱
子
が
庶
民
の
間
の
逸
脱
し
た
儀
礼
を
正
式
な
古
典
的
儀
礼

と
入
れ
替
え
る
よ
う
求
め
、『
家
礼（
家
庭
生
活
の
た
め
の
儀
礼
書
）』
を
著
す
。
十
三
世
紀
に
入
る
と
、
儒
教
教
程
の
教
育
を
受
け
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た
官
僚（
科
挙
官
僚
）が
国
中
に
配
置
さ
れ
る
。
こ
の
政
治
的
変
化
と
こ
の
頃
急
速
に
発
達
し
た
印
刷
技
術
が
相
伴
っ
て
、
儒
教
式

の
儀
礼
を
広
め
て
い
く
。
清
代
に
な
る
と
地
方
役
人
や
教
養
人
た
ち
が
、
規
範
と
な
る
儀
礼
を
示
す
各
種
の
手
引
き
書
を
執
筆
す

る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
葬
儀
の
画
一
化
は
帝
国
中
に
及
ん
で
い
っ
た（
ロ
ウ
ス
キ　

一
九
九
四
）。

　

広
西
省（
広
西
壮
族
自
治
区
）は
、
中
華
帝
国
の
辺
境
で
あ
る
。
さ
ら
に
壮
族
は
漢
族
で
は
な
く
、
帝
国
期
に
は
「
蛮
」
の
ひ
と

つ
で
あ
っ
た
。

　

先
に
挙
げ
た
僧
の
主
宰
す
る
葬
式
は
、
ワ
ト
ソ
ン
の
い
う
構
造
に
、
従
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
の
事
例
で
は
、
僧
の
行
う
儀
礼

科
目
に
お
い
て
、
③ 
④ 
⑤ 
⑦ 

が
実
施
さ
れ
、
遺
族
や
親
戚
に
よ
っ
て 

① 

② 

⑥ 

⑧ 

⑨ 

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
帝
国
の
辺
境
に

あ
る
武
鳴
県
の
葬
式
に
お
い
て
も
、
ワ
ト
ソ
ン
の
い
う
儀
礼
の
構
造
は
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
在
し
て
い
る
。

村
人
の
挽
歌
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
挽
歌
の
詞
章
は 

① 

③ 

④ 

⑧ 

⑨ 

を
含
ん
で
い
る
。
欠
け
て
い
る
の
は 

② 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

で
あ
る（
こ

の
部
分
が
欠
け
て
い
る
理
由
は
次
章
で
あ
き
ら
か
に
な
る
）。

　

僧
の
主
宰
す
る
葬
式
は
、
ワ
ト
ソ
ン
の
い
う
一
定
の
構
造
に
ぴ
た
り
と
あ
て
は
ま
る
。
村
人
の
挽
歌
も
ま
た
ワ
ト
ソ
ン
の
い
う

一
定
の
構
造
の
う
ち
に
あ
る
が
、
或
る
部
分
を
欠
落
さ
せ
、
或
る
部
分
を
増
補
し
て
い
る
。
さ
ら
に
僧
の
主
宰
す
る
葬
式
の
儀
礼

科
目
と
、
挽
歌
の
詞
章
の
間
の
共
通
す
る
部
分
で
あ
る
「
死
者
を
あ
の
世
に
送
り
出
す
為
に
遺
族
が
為
す
べ
き
こ
と
」
を
、
ワ
ト

ソ
ン
の
い
う
構
造
と
の
関
係
で
み
る
と
、
そ
れ
が 

③ 

遺
体
の
儀
礼
的
な
沐
浴
と 

④ 

生
者
か
ら
故
人
へ
の
食
物
、
金
、
あ
る
い
は

物
品
を
贈
る
こ
と
に
相
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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相 

違 

点

　

中
心
的
な
部
分
に
お
い
て
、
民
俗
儀
礼
と
宗
教
儀
礼
は
共
通
性
を
み
せ
る
。
し
か
し
僧
の
行
う
葬
式
と
村
人
の
挽
歌
に
は
、
大

き
く
異
な
る
点
も
あ
る
。

　

葬
式
の
破
獄
科
で
は
、「
地
獄
」
と
記
さ
れ
た
五
脚
の
椅
子
が
並
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
机
と
椅
子
を
使
っ
て
橋
が
組
み
立
て
ら
れ
る
。

そ
の
後
僧
は
仮
位
牌
を
手
に
し
て
橋
の
下
を
く
ぐ
り
、
各
々
の
地
獄
を
訪
れ
、
槍
で
た
た
き
壊
す
。
架
橋
科
で
は
、
僧
は
仮
位
牌

と
共
に
橋
を
渡
り
、
橋
の
反
対
側
で
待
っ
て
い
る
死
者
の
息
子
に
そ
れ
を
手
渡
す
。
荐
十
王
科
で
は 

、
僧
は
仮
位
牌
を
手
に
、「
秦

広
王
」「
初
江
王
」「
宗
帝
王
」「
伍
官
王
」「
閻
魔
王
」「
変
成
王
」「
泰
山
府
君
王
」「
平
等
王
」「
都
市
王
」「
五
道
転
輪
王
」
と

記
さ
れ
た
十
脚
の
椅
子
を
巡
る
。
給
牒
科
で
は
、
仏
教
者
は
位
牌
に
御
札
を
貼
り
付
け
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
僧
が
死
者
を
地
獄
か
ら
救
い
、
彼
の（
息
子
の
）家
に
連
れ
て
帰
り
、
さ
ら
に
再
び
地
獄
に
落
ち
な
い
よ
う
に
十
王

殿
を
通
過
さ
せ
た
う
え
で
、
死
者
に
あ
の
世
と
子
孫
の
家
を
自
由
に
行
き
来
で
き
る
文
書
を
与
え
る
と
い
う
儀
礼
で
あ
る
。

　

「
破
獄
科
」
や
「
荐
十
王
科
」
の
儀
礼
を
僧
が
行
う
の
は
、
地
獄
に
い
る
限
り
、
死
者
は
父
系
出
自
集
団
の
祖
先
と
な
る
こ
と

が
で
き
ず
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
子
孫
達
か
ら
供
物
を
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
儀
礼
の

存
在
は
、
僧
が
葬
式
に
お
い
て
是
が
非
に
で
も
、
死
者
を
祖
先
に
転
位
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
こ
の
考
え
を
象
徴
的
に
表
し
て
い
る
の
が
位
牌
で
あ
る
。
位
牌
は
、
葬
式
を
終
え
た
死
者
に
だ
け
作
ら
れ
る
。
そ
し
て
位

牌
の
あ
る
者
だ
け
が
、
祖
先
と
し
て
家
に
祀
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
挽
歌
の
歌
い
手
た
ち
は
、
祖
先
と
い
う
観
念
に
興
味
を
持
っ
て
い
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、
母
方
の
オ

ジ
と
い
う
着
想
に
収
斂
し
て
い
く
。「
壮
族
の
哀
悼
歌
Ⅰ
Ⅱ
」（
手
塚
二
〇
〇
六
、
二
〇
〇
七
）所
収
の
、
一
五
三
首
か
ら
な
る
挽
歌

で
は
、
第
二
部
に
含
ま
れ
る
歌
が
全
体
の
三
分
の
一
の
量
を
占
め
て
い
る
が
、 

こ
の
部
分
は
死
者
の
息
子
が
眼
前
の
オ
ジ
が
本
当

に
彼
の
母
方
オ
ジ
か
ど
う
か
だ
け
を
吟
味
す
る
箇
所
で
あ
る
。
第
二
部
の
全
体
に
占
め
る
比
率
か
ら
考
え
る
と
、
誰
が
誰
の
オ
ジ

な
の
か
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
は
、
第
三
部
に
負
け
ず
劣
ら
ず
、
重
要
な
こ
と
な
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
「
息
子
」
の
う
た
う
第
四
部
の
次
の
詞
章
「
オ
ジ
さ
ん
は
昨
夜
や
っ
と
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
頭
が
ぼ
ん
や
り
す
る

ほ
ど
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
考
え
が
大
き
な
流
れ
と
通
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
一
言
一
言
記
憶
し
ま
す
」

（
手
塚
二
〇
〇
七
、
歌
番
号
一
五
二
）は
、
挽
歌
の
い
う
母
方
オ
ジ
の
持
つ
知
識
と
い
う
も
の
が
、
母
方
の
オ
ジ
の
持
つ
知
識
そ
の
も

の
を
指
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
あ
る
共
同
体
の
共
有
す
る
知
識
を
も
指
し
示
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

壮
族
は
族
外
婚
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
Ａ
と
い
う
出
自
集
団
に
属
す
る
ひ
と
り
男
の
持
つ
知
識
が
、
彼
の
オ
イ（
彼

の
姉
妹
の
息
子
）に
伝
承
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
男
の
知
識
が
非
Ａ
の
出
自
集
団
で
あ
る
Ｂ（
彼
の
姉
妹
の
嫁
い
だ
出
自
集
団
）

へ
と
伝
承
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
そ
の
知
識
は
、
ひ
と
つ
の
出
自
集
団
か
ら
別
の
出
自
集
団
へ
と
伝
わ

っ
て
い
く
。
理
論
上
は
、
あ
の
世
に
関
す
る
知
識
は
、
婚
姻
圏
と
い
う
共
同
体
で
共
有
さ
れ
て
い
く
。
挽
歌
の
歌
い
手
の
、
死
者

は
彼
の
息
子
の
母
方
の
オ
ジ
の
持
つ
知
識
に
従
っ
て
あ
の
世
に
旅
立
つ
べ
き
で
あ
る
と
い
う
言
明
は
、
同
時
に
死
者
は
彼
の
属
す

る
婚
姻
共
同
体
の
持
つ
知
識
に
よ
っ
て
旅
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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結　
　

論

　

宗
教
者
と
村
人
は
、
死
者
を
あ
の
世
に
送
り
出
す
方
法
に
関
し
て
、
そ
の
知
識
を
共
有
し
て
い
る
。
一
方
で
、
宗
教
者
と
村
人

は
死
者
と
は
何
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
異
な
る
信
念
を
持
っ
て
い
る
。
宗
教
者
は
死
者
は
父
系
の
出
自
集
団
の
祖
先
に
な
る
べ

き
だ
と
考
え
、
村
人
は
死
者
は
婚
姻
関
係
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
共
同
体
の
な
か
に
位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
。

　

死
者
儀
礼
の
中
心
部
分
で
あ
る
「
死
者
を
あ
の
世
に
送
り
出
す
方
法
」
は
葬
式
と
挽
歌
で
重
複
し
て
い
る
か
ら
、
死
者
を
父
系

出
自
集
団
に
位
置
付
け
る
葬
式
＋
埋
葬
と
い
う
Ⅰ
パ
タ
ン
、
も
し
く
は
死
者
を
婚
姻
で
結
び
つ
い
た
共
同
体
の
中
に
位
置
付
け
る

挽
歌
＋
埋
葬
と
い
う
Ⅱ
パ
タ
ン
の
、
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
を
、
死
者
儀
礼
と
し
た
方
が
、
す
っ
き
り
す
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か

し
現
実
は
そ
の
よ
う
な
選
択
は
せ
ず
、
Ａ
埋
葬
の
み
。
Ｂ
葬
式
＋
埋
葬
。
Ｃ
葬
式
＋
挽
歌
＋
埋
葬
と
い
う
三
パ
タ
ン
を
と
る
。
そ

の
な
か
で
も
、
互
い
に
対
立
す
る
理
念
を
抱
え
た
Ｃ
が
、
最
も
威
信
の
あ
る
死
者
儀
礼
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
二
つ
の
考
え
方
は
対
立
し
て
見
え
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
壮
族
は
父
系
の
社
会
を
形
成
し
、
人
々
は
族
外
婚

を
行
う
。
そ
れ
ゆ
え
彼
ら
は
彼
ら
の
集
団
を
維
持
す
る
た
め
に
、
同
じ
通
婚
圏
に
属
す
る
、
異
な
る
父
系
出
自
集
団
を
必
要
と
し

て
い
る
。
生
き
て
い
る
人
間
は
、
父
系
出
自
集
団
の
成
員
と
し
て
生
き
る
と
同
時
に
、
婚
姻
で
結
び
つ
い
た
共
同
体
の
一
員
と
し

て
も
生
き
て
い
る
。
同
様
に
死
者
は
あ
る
特
定
の
出
自
集
団
の
祖
先
と
し
て
見
な
さ
れ
る
と
同
時
に
、
共
同
体
の
一
部
と
し
て
も

見
な
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
ひ
と
つ
の
事
柄
の
、
異
な
っ
た
側
面
な
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
パ
タ

ン
Ｃ
が
最
も
良
い
死
者
儀
礼
と
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
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注（
1
）　

壮
族
は
中
国
で
最
も
大
き
な
人
口
を
持
つ
少
数
民
族
で
あ
る
。
彼
ら
は
タ
イ
語
に
非
常
に
近
い
言
葉
で
あ
る
、
壮
語
を
母
語
と
し
て
い

る
が
、
多
く
の
人
々
は
西
南
漢
語
あ
る
い
は
広
東
語
と
い
っ
た
漢
語
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
壮
族
の
文
化
は
、
広
東
や
中
原
の
漢
族
文

化
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。

（
2
）　

武
鳴
県
は
広
西
壮
族
自
治
区
の
首
府
で
あ
る
南
寧
市
に
隣
接
す
る
。
県
の
中
心
地
に
は
漢
族
も
居
住
す
る
が
、
郊
外
は
壮
族
の
農
村
で

あ
る
。
首
府
に
近
い
県
で
あ
る
が
、
壮
族
の
文
化
は
、
な
お
健
在
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
地
域
の
壮
語
は
、
現
在
壮
語
の
標
準
音
に
採
用
さ

れ
て
い
る
。

（
3
）　

挽
歌
の
歌
い
手
と
な
る
の
に
は
、
い
く
つ
か
の
条
件
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
は
、
オ
ジ
が
オ
イ
に
教
え
る
べ
き
事
項
を
過
不
足

無
く
知
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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